
一Ａバ
オ
ツク
ス
フ
オ‐
ド
大
生
ら
と
交
流

英国派遣 甲南高で壮行
鹿
児
島
市
の
県
立
甲
南
高

（
海
江
田
修
誠
校
長
、
９
４
５
人
）
の
２
年
生
１５

人
が
英
国
に
派
遣
さ
れ
る
の
を
前

匠
１３

日
、
同
高

で
壮
行
会
が
開
か
れ
た
。
幕

末

に
薩
摩
藩
が
英
国

に
派
遣
し
た
留
学
生

「
薩
摩

ス
チ

ュ
ー
デ

ン
ト
」
が
帰
国

後
に
活
躍
し
た

こ
と

に
ち
な
ん
だ
取
り
組
み
。
男
子
生
徒
３
人
と
女
子
生
徒
１２

人
は
３
月
３
～
１２
日
ま

で
、
オ

ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
の
学
生
な
ど
と
交
流
す
る
。

甲
南
高
の
創
立
１
１
０
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
同
窓
会
が

「
世
界
で
活
躍
す
る
人
材

に
育

っ
て
ほ
し
い
」
と
企
画
。
２
０

２
４
年
度
ま
で
の
１０
年
間
、
２

年
生
を
対
象
に
毎
年
実
施
す
る

と
い
う
。

生
徒
た
ち
は
オ

ッ
ク

ス
フ
ォ

ー
ド
大

で

「
人

口
問
題
に
起
因

す
る
諸
問
題
の
解
決
」
を
テ
ー

マ
に
英
語
で
発
表
す
る
。
ケ

ン

プ
リ

ッ
ジ
大
の
研
究
室
を
訪
問

し
た
り
、
現
地
の
高
校
生
と
交

流
し
た
り
す
る
。
滞
在
中
は

ロ

ン
ド

ン
市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

す
る
。

こ
の
日
の
壮
行
会
に
は
、
派

遣
さ
れ
る
生
徒
１５
人
の
ほ
か
、

卒
業
生
や
教
職
員
ら
約
６０
人
も
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壮
行
会
で
決
意
を
述
べ
る
山
下
さ
ん

（中
央
）

参
加
し
た
。
生
徒
代
表
の
山
下

紗
里
菜
さ
ん
（
１６
）
が
「
鹿
児
島
、

日
本

に
は
な
い
出
会
い
や
チ

ャ

ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の

一
つ
ひ
と

つ
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
記

念
事
業
実
行
委
員
長
の
鎌
田
六

郎
さ
ん
（
７５
）
は

「
心
を
開
い
て

勉
強
し
、
地
球
規
模

で
物
事
を

考
え
て
行
動
で
き
る
大
人

に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

派
遣
予
定
の
野
元
聡
真
さ
ん

（
‐７
）
は
、

「
孤
立
死
を
解
消
す

る
た
め
の
高
齢
者
と
若
者
に
よ

る
ホ
ー
ム
シ

ェ
ア
」
に

つ
い
て

自
身
の
考
え
を
披
露
。
野
元
さ

ん
は

「
現
地
で
何
を
学
ぶ
か
が
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